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品質確保が課題と なっ ている。 この中で、国際的監査事務所のネッ トワー

ク全体での品質管理のあり方、監査におけるデータ分析手法の導入、世界

的な経済・ 金融情勢等が監査の品質に与える影響についても留意していく

必要がある。

このよう な観点から、 I FI AR等の場での多国間連携及び各国の監査監督
当局と の二国間連携がますます重要と なっ ている。 こ のため、引き続き

I FI ARの活動に積極的に参画すると と もに、国際会議等の機会を捉えて、
我が国と しての関心事項及び審査会の活動等を通じて得られた知見を各国

当局と共有すると と もに、 これら各国当局と二国間でグローバルな課題に

ついて意見交換し、問題意識の共有を直接行う 必要がある。特に、日本企

業が多く 進出するアジア地域においては、グループ監査の検証等の観点か

ら、 I FI AR未加盟当局も含めた各国当局と の連携強化が課題である。
また、意見交換等の成果については、関係者間の速やかな情報共有及び

審査会の事務運営における積極的活用を図っ ていく 必要がある。

監査監督当局間の情報交換の枠組み構築についても、 その締結に向け引

き続き積極的に交渉を進めると と もに、構築した枠組みをより 具体的に活

用できるよう 、各当局と密なコミ ュ ニケーショ ンを取り 、更なる連携強化

を図っ ていく こ と が重要な課題と考えている。

（ ２ ） 会計・ 監査制度を巡る国際的動向への対応

会計・ 監査制度を巡る国際的な議論の動向について、国際機関等での議

論を注視し、金融庁の関係部局はもと より 、協会や証券取引所など関係機

関と も幅広く 連携を図り つつ適時の情報収集に努め、関係者間の速やかな

情報共有を図る必要がある。 さらに、議論の内容が監査事務所の活動や審

査会の業務等に与える影響及び構ずべき措置等についての分析・ 検討、監

査事務所に対する審査及び検査への反映等について、必要な対応を適時的

確に実施していく こ と が重要な課題と考えている。

（ ３ ） I FI AR恒久的事務局誘致に向けた活動
近年資本市場や経済が順調に成長し、今後も成長が見込まれるアジア地

域には、依然、I FI ARに未加盟の当局が多く 存在している。I FI AR恒久的事
務局を東京に誘致すること により 、 アジア地域からの更なる I FI AR加盟を
促し、監査の国際的な議論におけるアジアのプレゼンスを向上させると と

もに、「 日本再興戦略」に掲げられた東京の国際金融センターと しての地位

確立にも貢献し得ると 考えられる。

以上を踏まえ、日本と して I FI AR恒久的事務局の東京誘致に向けた活動
を継続し、引き続き I FI ARメンバーへの働きかけを行う と と もに、誘致に
関する日本の提案内容の精緻化、関係機関と の協議を実施すること が重要

である。
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